


平成２９年度　京都市立紫竹小学校　学校経営方針
 (
☆学校経営の方針
すべての教育活動を通して，
「主体性」・「
自律性」・「社会性」
を高める指導の充実を図る。
)




☆紫竹小学校の現状とアプローチ
 (
子ども
○子
どもらしい・素直
▲たくましさにかける
保護者・ＰＴＡ
○
協力的
▲
組織として硬直化
地域
○
豊富な人材
▲
成熟途上の段階
○
学校
支援モードの高まり
△小規模化がもたらすある種の緊張感
「紫竹」の挑戦（子どもが育つ
，保護者が変わる，地域が
動く
）
○学校・子ども・保護者・地域がひとつになり「紫竹」を愛する取組の推進
)



	


 (
☆紫竹の理念「あいさつがあふれ，楽しく学び，信頼される学校
」
づくり
児童，保護者，地域との関係づくりに努め，謙虚な姿勢を大切にし，
学校教育目標達成
に向け教職員一丸となって全力で取り組む。
)





☆今年度の重点
	若年教員の育成
	全ての教育的営みを「若年教員の育成」につなげる

	小規模化への積極的対応
	ブロック指導体制の確立（複式学級理論の活用）

	学校体制の確立
	校務分掌の役割業務の徹底，校務の効率化

	児童支援体制づくり
	育成学級児童・普通学級に在籍するＬＤ等支援の必要な児童への支援体制

	地域に根差し，地域と結びついた学校
	「子どもを育む京都市民憲章」の理念をもとに地域・家庭・学校が協力した学校づくりの推進

	運動に溢れる学校
	体育学習・部活動の推進による体力の向上

	校種間連携の充実
	保・幼・小，小・小　小・中の実働的な連携

	安全への配慮
	安全教育の充実と規範意識の向上

	育てるべき子ども像
	常に実態を分析し，目標を明確にした教育実践

	多様な学習形態
	少人数学習，教科別担当授業の実践


 (
学校教育目標
「豊かな心を育み，自ら学び，たくましく生きる
紫竹の子
」
＊目指す子ども像
・
返事やあいさつがきちんと言える子
・
やさしく思いやりのある
子
・自ら進んで学ぶ子
・よく考えて行動する
子
・最後までやりぬく
子　　　　　　
)
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